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., 一
八
七
一
年
、

は
し
た
も
の
の
、

プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
が
中
心
と
な
っ
て
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
が
ド
イ
ツ
皇
帝
の
地
位
に
つ
き

バ
イ
エ
ル
ン
王
国
や
ザ
ク
セ
ン
王
国
と
い
っ
た
領
邦
国
家
（
そ
し
て
ハ
ン
ザ
自
由
都
市
）
が
解
体
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
統
治
体
制
は
温
存
さ
れ
た
。
つ
ま
り
ド
イ
ツ
帝
国
で
は
、
ド
イ
ツ
皇
帝
（
叫
フ
ロ
イ
セ
ン
国
王
）
を
戴
き
つ
つ
も
、
バ
イ
エ
ル

ン
国
王
や
ザ
ク
セ
ン
国
王
、
ヘ
ッ
セ
ン
大
公
ら
領
邦
元
首
が
従
来
通
り
各
地
を
統
治
す
る
と
い
う
二
重
統
治
体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
の
で

あ
る
回
。
そ
れ
ゆ
え
、
帝
都
ベ
ル
リ
ン
が
ウ
ィ
ー
ン
の
よ
う
に
文
化
や
産
業
に
お
け
る
特
権
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
な
く
、
各
頷
邦

国
家
の
首
都
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
の
文
化
そ
し
て
産
業
を
牽
引
し
、
お
互
い
に
け
ん
制
し
合
う
、
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
ロ
ン

ド
ン
や
パ
リ
、
そ
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
比
し
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
、
と
り
わ
け
芸
術
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
包
括
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
工
芸
、
つ
ま
り
応
用

芸
術
は
、
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
純
粋
芸
術
よ
り
も
、
地
域
の
経
済
・
産
業
政
策
に
密
接
に
関
わ
る
が
ゆ
え
に
、
領
邦
国
家
間
さ
ら
に

は
領
邦
国
家
と
帝
国
政
府
（
し
ば
し
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
と
同
一
視
さ
れ
る
）
と
の
間
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
に
晒
さ
れ
て
い
た

9
。
し
か
し
ド
イ
ツ
帝

国
成
立
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
期
間
は
、
こ
の
よ
う
な
対
立
を
、
総
体
と
し
て
の
「
ド
イ
ツ
」
へ
と
止
揚
す
る
様
々
な
努
力
が

行
わ
れ
た
期
間
で
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
近
代
工
芸
運
動
に
お
い
て
、
そ
の
努
力
は
、
一
九

0
七
年
の
「
ド
イ
ツ
工
作
連
盟

(
D
e
r
D
e
u
t
s
c
h
e
 

W
e
r
k
b
u
n
d
)
」
の
設
立
と
し
て
結
実
す
る
。

本
稿
で
は
、
各
領
邦
国
家
の
中
で
も
、
一
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
芸
術
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
、
領
邦
内

に
テ
キ
ス
タ
イ
ル
や
陶
磁
器
と
い
っ
た
工
芸
に
関
わ
り
の
深
い
（
言
い
換
え
れ
ば
重
工
業
で
は
な
く
軽
工
業
）
産
業
基
盤
を
抱
え
て
い
た
ザ
ク

セ
ン
王
国
の
首
都
ド
レ
ス
デ
ン
に
注
目
し
、
両
都
市
に
お
け
る
近
代
工
芸
運
動
の
現
れ
と
展
開
を
概
観
す
る
。
両
都
市
で
は
、
一
八
九
七

年
に
、
近
代
工
芸
運
動
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と
も
言
う
べ
き
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
工
房
が
、
後
の
ド

イ
ツ
全
土
に
お
け
る
近
代
工
芸
運
動
に
、
組
織
の
あ
り
方
の
み
な
ら
ず
、
人
脈
を
通
し
て
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。
最
後
に
、
一
九

0
六
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
ド
イ
ツ
工
芸
展
に
つ
い
て
触
れ
、
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
結
成
へ
と

い
た
る
近
代
工
芸
運
動
の
一
側
面
を
素
描
す
る
。
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近
代
工
芸
運
動
の
キ
ッ
ク
オ
フ
一
八
九
七
年
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ド
レ
ス
デ
ン

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第
七
回
国
際
芸
術
展
と
手
工
業
芸
術
連
合
工
房

一
九
世
紀
後
半
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
、
文
化
立
国
を
目
指
し
た
バ
イ
エ
ル
ン
国
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
一
世
の
遺
産
を
受
け
継
い
だ
ド
イ
ツ

語
圏
最
大
の
芸
術
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、
二

0
世
紀
に
向
け
て
新
た
な
芸
術
を
模
索
す
る
運
動
の
先
陣
を
切
っ
た
街
で
も
あ
っ
た
。

一
八
九
二
年
に
は
、
そ
の
代
名
詞
と
も
言
う
べ
き
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
造
形
芸
術
家
協
会
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
分
離
派

(
V
e
r
e
i
n
B
i
l
d
g
d
e
r
 Kiinstler 

M

自
c
h
e
n
s
-
M
i
i
n
c
h
n
e
r
 S
e
c
e
s
s
i
o
n
)
」
が
、
一

0
0人
以
上
の
芸
術
家
の
参
加
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
。
造
形
芸
術
作
品
と
り
わ
け
絵
画
表
現
に

お
け
る
保
守
的
傾
向
と
、
国
際
性
や
公
平
性
を
欠
い
た
展
覧
会
や
既
成
組
織
の
運
営
に
反
発
し
、
新
た
な
芸
術
の
動
向
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
分
離
派
の
設
立
と
そ
の
活
動
は
、
そ
の
後
の
ウ
ィ
ー
ン
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
で
の
分
離
派
設
立
を
促
し
、

同
様
の
運
動
が
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
広
が
る
発
端
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
芸
術
表
現
の
刷
新
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
展
示
環
境
、
ひ

い
て
は
新
た
な
芸
術
の
受
け
皿
と
な
る
文
化
・
生
活
環
境
の
刷
新
を
も
追
求
し
た
た
め
、
分
離
派
の
活
動
が
建
築
・
エ
芸
分
野
の
人
々
と

の
協
働
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
は
、
あ
る
意
味
必
然
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
因
。
そ
し
て
こ
の
分
離
派
に
参
加
し
て
い
た
人
々

の
要
請
に
よ
り
、
一
八
九
七
年
六
月
一
日
か
ら
五
ヵ
月
間
に
わ
た
っ
て
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
大
規
模
展
示
施
設
で
あ
る
ガ
ラ
ス
宮

(
G
l
a
s
p
a
l
a
s
t
)

で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
国
際
芸
術
展
に
、
初
め
て
工
芸
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
室
の
開
設
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た。

一
八
七
六
年
に
第
一
回
目
の
、
そ
し
て
一
八
八
八
年
に
第
二
回
目
の
ド
イ
ツ
工
芸
展
を
開
催
し
、
工
芸
分
野
に
お
い

て
も
大
き
な
名
声
を
得
て
い
た
。
し
か
し
前
者
で
は
ネ
オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
、
後
者
で
は
バ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
ロ
コ
コ
様
式
が
重
視
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
、
出
品
作
品
は
、
過
去
の
歴
史
様
式
の
復
興
な
い
し
そ
れ
ら
の
折
衷
に
終
始
し
、
全
く
新
し
い
工
芸
の
あ
り
様
を
提
示

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
[
図

l
r
そ
の
ょ
う
な
状
況
下
で
ヽ
若
ぃ
芸
術
家
た
ち
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
が
ヽ
英
国
の
ア
l

ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
と
そ
の
作
品
で
あ
る
。
歴
史
折
衷
主
義
か
ら
の
決
別
と
産
業
革
命
後
の
大
量
生
産
時
代
に
お
け
る
手
エ
の

ヽ
ュ
ン
ヘ
ン
は
、

., 
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カール・ハマー（ニュルンベルク工芸学校長）

「女性用寝室装飾アレンジ」（第2回ドイツ工芸展）

1888年

復
興
を
掲
げ
た
運
動
の
理
念
は
、
一
八
九
―
―
一
年
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
ス
テ
ュ
ー
デ
ィ
オ
（
臣
e
Studio)
』
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
こ
の
雑

誌
を
参
考
に
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
た
芸
術
雑
誌
、
『
パ
ン

(
P
A
N
)
』
（
一
八
九
五
年
）
、
『
ユ
ー
ゲ
ン
ト
合
u
g
g
d
)
』

（
一
八
九
六
年
）
、
『
装
飾
芸
術

(
D
e
k
o
r
a
t
i
v
e
K
u
n
s
t
)
』
『
ド
イ
ツ
の
芸
術
と
装
飾

(
D
e
u
t
s
c
h
e
K
u
n
s
t
 u
n
d
 D
e
k
o
r
a
t
i
o
n
)
』
（
と
も
に
一
八
九
七
年
創
刊
）

な
ど
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
英
国
さ
ら
に
は
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
諸
外
国
に
お
け
る
芸
術
運
動
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ

れ
た
オ
ッ
ト
ー
・
エ
ッ
ク
マ
ン
、

リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、

ペ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
レ
ン
ス
そ
し
て
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
パ
ン

コ
ッ
ク
と
い
っ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
分
離
派
に
参
加
し
て
い
た
画
家
た
ち
は
、
新
た
な
時
代
の
芸
術
表
現
と
環
境
を
求
め
て
、
絵
画
や
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
か
ら
、
不
慣
れ
な
工
芸
さ
ら
に
は
建
築
の
分
野
へ
と
進
出
し
て
い
っ
た
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
国
際
芸
術
展
は
、
王
室
の
後
援
を
得
て
一
八
六
八
年
に
設
立
さ
れ
た
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
芸
術
家
組
合

(
M
i
i
n
c
h
n
e
r
Kiinstler, 

g
e
n
o
s
s
g
s
c
h
a
f
t
)
」
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
組
合
、
い
わ
ゆ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
「
分
離
」
し
て
新
た
に
生
ま
れ
た
の

が
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
分
離
派
」
で
あ
る
。
そ
し
て
一
八
九
七
年
の
第
七
回
国
際
芸
術
展
は
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ク
の
手

に
な
る
ポ
ス
タ
ー
に
両
組
織
の
紋
章
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
分
離
派
創
設
以
降
、
初
め
て
両
者
が
揃
っ
て
参
加
し

た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
展
覧
会
で
、
分
離
派
は
、
従
来
の
部
門
（
油
彩
画
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
彫
刻
、

そ
の
他
の
芸
術
、
建
築
、
装
飾
）
に
加
え
て
、
小
芸
術
（
巴
e
i
n
k
g
s
t
)

部
門
の
設
置
を
訴
え
た
。
そ
の
訴
え
は
認
め

ら
れ
た
も
の
の
、
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
空
間
は
、
広
大
な
ガ
ラ
ス
宮
の
入
口
か
ら
最
も
左
手
奥
に
位
置
す
る
小

さ
な
二
部
屋
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
小
さ
な
一
一
部
屋
こ
そ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
た
な
工
芸
運
動

の
重
要
な
出
発
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

小
芸
術
部
門
開
設
に
あ
た
っ
て
は
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
画
家
な
い
し
彫
刻
家
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
ハ
ン
ス
・
エ
ド
ウ
ア
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
1
1

フ
ァ
レ
ン
ダ
ス
、

プ
リ
ス
ト
、

リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、

ヽ

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

ヘ
ル
マ
ン
・
オ

そ
し
て
建
築
家
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
デ
ュ
ル
フ
ァ
ー
と
テ
オ
ド
ー
ル
・

さ
ら
に
は
宮
廷
顧
問
官
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ロ
ル
フ
ス
が
委
員
に
名
を
連
ね
て
い
た
。
彼

ら
は
四
つ
の
項
目
か
ら
な
る
委
員
会
の
綱
領
で
、
小
芸
術
部
門
設
置
の
目
的
を
、
「
一
、
こ
の
、
新
し
い
工
芸

(
K
u
n
s
t
g
e葵
erbe)

作
品
の
展
示
は
、
厳
し
い
諸
原
則
に
則
っ
て
選
ば
れ
た
選
り
す
ぐ
り
の
も
の
、
つ
ま
り
は
近



030 美学研究

池田祐子 ドイツの近代工芸運動

図2I 

テオドール・フィッシャーほか

「第7回国際芸術展第25室（小芸術部門）」

1897年

., 

、
、
、

代
的
な

(
m
o
d
e
m
e
s
)

工
芸
の
紹
介
」
（
傍
点
原
文
通
り
、
以
下
同
じ
）
で
あ
る
と
し
、
そ
の
実
現
の

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

た
め
に
、
「
二
、
そ
れ
ゆ
え
本
展
は
、
我
々
の
近
代
的
な
生
活
の
要
請
に
添
う
よ
う
に
新
た
に

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

考
案
さ
れ
た
芸
術
作
品
や
、
芸
術
的
に
も
技
術
的
に
も
完
全
に
仕
上
げ
ら
れ
た
作
品
に
重
点
を

置
く
。
三
、

一
方
で
本
展
は
、

模
倣
に
見
え
る
も
の
、

過
去
や
異
国
の
様
式
の
、

現
代
的
な
技
術
の
高
さ
を
顕
示
し
て
い
な
い
も
の
、

い
た
大
衆
の
悪
趣
味
に
迎
合
し
た
も
の
、

術
的
節
度
を
超
え
て
い
た
り
、

除
す
る
（
第
四
項
省
略
）
」

3
、

を
排
除
す
る
。

と
謳
っ
て
い
る
。

思
慮
を
欠
い
た
不
正
確
な
コ
ピ
ー
や

こ
の
綱
領
を
踏
ま
え
て
、

芸
術
的
素
養
を
欠

そ
し
て
も
う
一
方
で
、

本
展
は
、
芸

素
材
の
扱
い
を
誤
っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
初
め
て
の
発
見
を

、
、
、
、

求
め
て
誇
張
し
た
り
迷
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
近
代
的
な
工
芸
作
品
も
、

同
様
に
排

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と

デ
ュ
ル
フ
ァ
ー
が
、
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
フ
リ
ッ

ツ
・
エ
ル
ラ
ー
ら
と
協
力
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
二
つ
の
展
示
室
は
、
壁
面
の
木
製
パ
ネ
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
バ
イ
エ
ル
ン
特
有
の
室
内

様
式
と
、
オ
プ
リ
ス
ト
に
よ
る
カ
ー
テ
ン
や
ア
ウ
グ
ス
ト
・
エ
ン
デ
ル
に
よ
る
フ
リ
ー
ズ
装
飾
、
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
や
パ
ン
コ
ッ
ク

が
手
が
け
た
家
具
な
ど
の
分
離
派
特
有
の
自
然
主
義
的
な
い
し
象
徴
主
義
的
傾
向
を
反
映
し
た
工
芸
作
品
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

と
は
全
く
異
な
る
新
し
い
室
内
空
間
を
現
出
さ
せ
た
〔
図
2
]
。
展
示
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
、
伝
統
的
な
製
造
業
が
芸
術
を

起
爆
剤
と
し
て
新
た
な
工
芸
へ
と
展
閲
す
る
、
ま
さ
に
重
要
な
出
発
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

後
に
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の
子
供
部
屋

(
D
i
e
K
i
n
d
e
r
s
t
u
b
e
 d
e
s
 J
 ugendstils in D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
)
」
[
喝
]
な
い
し
「
近

代
の
子
供
部
屋

(
K
i
n
d
e
r
s
t
u
b
e
d
e
r
 M
o
d
e
r
n
e
)
」
[
竺
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
二
つ
の
部
屋
の
実
現
は
、
芸
術
と
産
業
の
協
働
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
の
問
題
点
を
も
浮
き
彫
り
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
部
屋
の
調
度
品
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
お
よ
び
そ
の
近
郊
で
製
造
さ
れ
た
が
、
芸
術
家

が
個
別
に
考
案
し
た
製
品
を
、
納
得
の
い
く
品
質
で
製
造
し
て
く
れ
る
先
そ
し
て
そ
の
費
用
の
負
担
先
を
探
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
作

品
製
作
の
受
注
そ
し
て
販
売
も
、
各
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
っ
て
い
た
の
で
は
効
果
も
な
く
効
率
が
悪
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
七
回
国
際
芸
術

展
の
小
芸
術
部
門
設
置
委
員
会
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
新
し
い
工
芸
を
促
進
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
「
手
工
業
芸
術
委
員
会

(
A
u
s
s
c
h
u
B
fiir 

k
g
s
t
 i
m
 H
a
n
d
w
e
r
k
)
」
回
を
母
体
に
、
「
手
工
業
芸
術
連
合
工
房

(Vereinigte
W
e
r
k
s
t
a
t
t
e
 fiir 
K
u
n
s
t
 im H
a
n
d
w
e
r
k
)
」
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
エ
房
と
も
通
称
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リヒャルト・リーマーシュミット

「パリ万国博覧会ドイツ・パウ・ィリオン第3室

〈ある芸術愛好家の部屋〉」

1900年

ベ
ー
レ

す
る
）
が
創
設
さ
れ
た
。
手
工
業
芸
術
委
員
会
の
名
前
で
公
表
さ
れ
た
、
一
八
九
八
年
一
月
一
日
付
の
連
合
工
房
設
立
目
的
文
書
は
、
エ

芸
に
「
独
自
性
が
あ
り
美
し
く
、
そ
し
て
目
的
に
適
っ
た
デ
ザ
イ
ン
」
を
提
供
で
き
る
芸
術
家
と
、
そ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
確
か
な
技

術
で
充
分
な
数
量
作
る
こ
と
が
で
き
る
製
造
業
者
と
を
結
び
つ
け
、
新
し
い
時
代
の
工
芸
を
生
活
空
間
に
欲
し
て
い
る
人
々
に
、
そ
の
要

望
に
叶
っ
た
質
の
よ
い
製
品
を
適
切
な
価
格
で
供
給
す
る
こ
と
が
、
エ
房
創
設
の
目
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
〔
渭
〗
。
こ
の
よ
う
な
「
芸

術
家
・
製
造
業
者
・
消
費
者
間
の
適
切
な
仲
介
」
を
目
指
し
て
、
連
合
工
房
は
、
独
自
で
家
具
製
作
所
や
金
属
加
工
、
陶
器
、
刺
繍
な
ど

の
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、
そ
こ
で
作
ら
れ
た
製
品
は
、
展
覧
会
や
自
前
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
な
い
し
契
約
店
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
た
。
一
九
〇

0
年
の
パ
リ
万
博
で
は
、
ド
イ
ツ
・
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
三
室
を
与
え
ら
れ
、
ブ
ル
ー
ノ
・
パ
ウ
ル
、
パ
ン
コ
ッ
ク
、
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ

ト
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
の
部
屋
全
体
を
設
え
た
。
中
で
も
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
特
有
の
優
美
な
曲
線
で
仕
立
て
ら
れ
た
リ
ー

マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
第
三
室
「
あ
る
芸
術
愛
好
家
の
部
屋
」
は
、
そ
の
明
朗
で
他
に
比
し
て
簡
素
な
た
た
ず
ま
い
が
評

判
を
呼
び
、
金
賞
を
受
賞
し
た
〔
図
3

〕゚

英
国
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
ら
が
主
宰
す
る
手
工
芸
工
房
を
手
本
に
、
手
工
業
と
芸
術
の
合
一
を
目
指
し
た
手
工
業
芸
術
連
合
工
房

の
組
織
運
営
の
あ
り
方
は
、
同
時
期
に
創
刊
さ
れ
た
芸
術
雑
誌
を
通
し
て
レ
ポ
ー
ト
さ

れ
、
近
代
工
芸
運
動
を
促
進
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
各
地
に
創
設
さ
れ
た
工
房
に
と
っ
て

ひ
と
つ
の
指
針
と
な
っ
た

[
2
。
そ
れ
を
評
し
て
評
論
家
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
・

ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
）
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
現
代

的
な
応
用
芸
術
が
、
組
織
化
さ
れ
た
企
業
形
態
を
獲
得
し
た
初
め
て
の
都
市
で
あ
り
、

そ
れ
は
手
工
業
芸
術
連
合
工
房
の
創
設
を
通
し
て
で
あ
っ
た
。
」
世
そ
し
て
そ
れ
以
上

に
重
要
な
の
は
、
連
合
工
房
が
、
パ
ン
コ
ッ
ク
や
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、

ン
ス
や
ブ
ル
ー
ノ
・
パ
ウ
ル
の
よ
う
に
、
後
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
以
外
の
都
市
に
お
い
て
、

二

0
世
紀
の
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
を
牽
引
し
て
い
く
人
材
を
輩
出
し
た
こ
と
で
あ
る
[
T
]

。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
工
芸
運
動
の
ま
さ
に

揺
藍
の
地
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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エ
ル
ベ
河
畔
に
仔
む
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
首
都
ド
レ
ス
デ
ン
は
、
一
八
世
紀
初
頭
の
ア
ウ
グ
ス
ト
強
健
王
の
も
と
最
も
栄
え
た
バ
ロ
ッ
ク

都
市
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
九
世
紀
世
紀
転
換
期
に
も
、
建
築
家
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ゼ
ン
パ
ー
や
両
家
カ
ス
パ
ー
・
ダ
ヴ
ィ
ッ

ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
さ
ら
に
は
彫
刻
家
ヨ
ハ
ネ
ス
・
シ
リ
ン
ク
ス
ら
の
活
躍
を
通
し
て
、
新
た
な
芸
術
の
息
吹
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
一
九
世
紀
後
半
の
ド
レ
ス
デ
ン
は
、
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
古
典
主
義
の
最
後
の
牙
城
」
[
竺
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
ヽ
伝
統
を
護
る
保
守

的
な
土
地
柄
の
街
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
街
が
、
二

0
世
紀
世
紀
転
換
期
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る

近
代
工
芸
運
動
の
表
舞
台
に
躍
り
出
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ザ
ク
セ
ン
王
国
政
府
の
官
僚
時
代
か
ら
新
た
な
時
代
に
呼
応
し
た
産
業
の
振

興
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
グ
ス
タ
フ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ポ
イ
ト
ラ
ー
の
、
一
八
九
四
年
の
ド
レ
ス
デ
ン
市
長
就
任
が
あ
り
（
市
長
職
は

一
九
一
五
年
ま
で
）
、
彼
の
采
配
の
も
と
、
ド
レ
ス
デ
ン
は
、
バ
ロ
ッ
ク
宮
廷
都
市
か
ら
、
自
由
主
義
的
市
民
が
担
う
産
業
都
市
へ
と
変
貌
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
重
要
な
出
発
点
の
ひ
と
つ
が
、
一
八
九
七
年
五
月
一
日
か
ら
一

0
月
三
一
日
ま
で
の
会
期
で
、
前
年
に
シ
ュ
ト
ゥ
ー

ベ
ル
広
場
に
完
成
し
た
展
示
宮

(Ausstellungspalast)

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
一
回
（
ド
レ
ス
デ
ン
）
国
際
芸
術
展
で
あ
っ
た
。

市
長
ボ
イ
ト
ラ
ー
の
支
援
を
受
け
て
第
一
回
国
際
芸
術
展
を
主
導
し
た
の
は
、
一
八
九
五
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
造
形
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
教

授
に
着
任
し
た
画
家
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
・
キ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
ド
レ
ス
デ
ン
と
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
学
び
、
一
八
七
八
年
か
ら

八
九
年
ま
で
パ
リ
に
暮
ら
し
た
キ
ュ
ー
ル
は
、
印
象
派
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
最
新
の
芸
術
動
向
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
、
当
時

の
ド
レ
ス
デ
ン
芸
術
界
の
刷
新
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
同
じ
く
パ
リ
に
学
ん
だ
カ
ー
ル
・
バ
ン
ツ
ァ
ー
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
歴
史

画
の
制
約
を
超
え
て
新
た
な
芸
術
表
現
を
模
索
す
る
た
め
、
一
八
九
四
年
に
「
ド
レ
ス
デ
ン
造
形
芸
術
家
協
会

(
V
e
r
e
i
n
b
i
l
d
e
n
d
e
r
 Kiinstler 

D
r
e
s
d
e
n
)
」
を
結
成
す
る
邑
。
キ
ュ
ー
ル
と
バ
ン
ツ
ァ
ー
は
、
と
も
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
分
離
派
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
第
一
回
国
際
芸

術
展
の
ガ
イ
ド
冊
子
に
掲
載
さ
れ
た
キ
ュ
ー
ル
の
「
我
々
は
、
ど
の
よ
う
な
装
い
で
あ
れ
、
方
向
性
の
区
別
な
く
、
た
だ
単
に
良
い
も
の

を
欲
し
て
い
る
の
で
す
。
我
々
が
求
め
て
い
る
の
は
、
大
量
の
作
品
に
よ
る
展
覧
会
で
は
な
く
、
選
り
す
ぐ
り
の
作
品
に
よ
る
展
覧
会
な

の
で
す
[
…
〕
」
[
”
と
ぃ
う
言
葉
は
ヽ
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
分
離
派
の
綱
領
と
も
相
通
ず
る
も
の
で
あ
つ
た
o

そ
し
て
こ
の
言
葉
を
受
け
て
ヽ
展
覧

会
の
展
示
空
間
は
、
展
示
点
数
の
み
な
ら
ず
空
間
コ
ン
セ
プ
ト
や
照
明
に
い
た
る
ま
で
細
や
か
な
配
慮
の
も
と
に
構
成
さ
れ
た
邑
゜

., 

ド
レ
ス
デ
ン
第
一
回
国
際
芸
術
展
と
ド
レ
ス
デ
ン
手
工
芸
工
房
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アンリ・ヴァン・ド・ヴェルドほか

「第1回国際芸術展〈ビングの部屋：休憩室〉」

1897年

間
に
は
、

ハ
ン
ブ
ル
ク
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
系
ド
イ
ツ
人
ジ
ー
ク
フ
リ
ー

伝
統
的
な
造
形
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
と
芸
術
組
合
、
そ
し
て
新
参
の
造
形
芸
術
家
協
会
か
ら
な
る
委
員
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
こ
の
展

覧
会
に
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
在
住
の
芸
術
家
た
ち
と
、
彼
ら
が
信
頼
す
る
外
国
の
芸
術
家
た
ち
に
よ
る
選
り
す
ぐ
り
の
作
品
が
展
示
さ
れ

た
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
展
示
作
品
の
選
定
が
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
純
粋
芸
術
に
限
定
さ
れ
ず
、
応
用
芸
術
に
ま
で
広
げ
ら
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
な
か
で
も
人
々
の
注
目
を
集
め
た
の
が
「
ビ
ン
グ
の
部
屋
」
と
題
さ
れ
た
第
八
な
ら
び
に
第
九
室
で
あ
っ
た
[
巾
]
〇

ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
と
と
も
に
一
九
世
紀
後
半
の
西
洋
の
応
用
芸
術
刷
新
を
推
進
し
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
語
源
と
な
っ

た
ギ
ャ
ラ
リ
）
「
ア
）
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
）
（
L
面
t

nouveau)
」
を
主
宰
す
る
、

ト
・
ビ
ン
グ
の
名
を
冠
し
た
こ
の
部
屋
全
体
の
内
装
を
手
が
け
た
の
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
主
導
す
る
ア
ン
リ
・

ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
で
あ
っ
た
。
床
か
ら
天
井
ま
で
「
鞭
打
つ
よ
う
な
」
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
特
有
の
曲
線
で
彩
ら
れ
た
空

ア
ル
ベ
ー
ル
・
ベ
ナ
ー
ル
の
壁
面
装
飾
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ビ
ゴ
の
陶
器
、

エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
や
ル
イ
ス
・
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
ガ
ラ
ス
製
品
が
展
示
さ
れ
た
〔
図
4
〕
。
先
に
言
及
し
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
小
芸
術
の
展

示
が
、
ド
イ
ツ
の
、
さ
ら
に
言
え
ば
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
そ
し
て
そ
の
近
郊
の
芸
術
家
・
製
造
業
者
の
み
の
手
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
ビ
ン
グ
の
部
屋
は
、
公
の
展
覧
会
と
い
う
場
で
、
外
国
に
お
け
る

近
代
工
芸
運
動
の
成
果
を
は
じ
め
て
ド
イ
ツ
に
紹
介
し
た
と
い
う
点
で
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
こ
の
展
示
は
、
後
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
誕
生
の
礎
を
築
く
こ
と
に
な
る
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
の
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
実
質
的
な
デ
ビ
ュ
ー
で
も
あ
っ
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
が
自
前
で
製
造

し
た
、
な
い
し
製
造
を
依
頻
し
た
製
品
で
全
体
を
整
え
た
空
間
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
展
示
以
上
に
「
総
合
芸

術
」
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
見
せ
、
「
堅
牢
で
実
用
的
な
調
度
で
居
住
空
間
を
」
[
F
]

創
造
し
よ
う
と
す
る
ヴ
ァ

ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
の
意
図
は
、
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
展
覧
会
を
訪
れ
た
人
々
す
べ
て
に
と
っ
て
、
大
き

な
刺
激
か
つ
指
針
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の
刺
激
と
指
針
に
注
目
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

人
物
が
い
る
。
そ
れ
が
、
二

0
世
紀
の
ド
レ
ス
デ
ン
ひ
い
て
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
工
芸
運
動
促
進
の
キ
ー

カ
）
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

パ
ー
ソ
ン
の
ひ
と
り
、

当
時
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
徒
弟
遍
歴
時
代
を
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
や
イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
、

ロ
ン
ド
ン
、

そ
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か
ら
、

し
て
ブ
レ
ー
メ
ン
や
ベ
ル
リ
ン
で
過
ご
し
た
の
ち
、

一
八
九
六
年
に
故
郷
の
ザ
ク
セ
ン
に
戻
っ
た
ば
か
り
の
若
き
家
具
職
人
で
あ
っ
た
。

一
八
九
八
年
一

0
月
、
彼
は
ド
レ
ス
デ
ン
郊
外
の
ラ
ウ
ベ
ガ
ス
ト
地
区
に
自
身
の
工
房
を
設
立
し
、
従
業
員
二
人
と
と
も
に
始
め
た
こ
の

工
房
を
、
ド
レ
ス
デ
ン
手
工
芸
工
房

(
D
r
e
s
d
n
e
r
W
e
r
k
s
t
a
t
t
e
n
 fiir 
H
苔
d
w
e
r
k
s
k
u
n
s
t
)

と
命
名
し
た
。

リ
ス
の
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
の
思
想
を
、

そ
し
て
ド
レ
ス
デ
ン
で
雑
誌
『
ク
ン
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト

(
K
u
n
s
t
w
a
r
t
)
』
の
購
読
を
通
じ

て
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ア
ヴ
ェ
ナ
ー
リ
ウ
ス
の
生
活
改
革
運
動
の
思
想
に
親
し
ん
だ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
般
の
人
々
に
、
健
康
的
で
文

化
的
な
生
活
に
資
す
る
よ
う
な
、
芸
術
的
で
高
品
質
か
つ
良
心
的
な
価
格
の
製
品
（
と
り
わ
け
家
具
）
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
芸
術
家
と
の
協
働
が
最
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
彼
は
、
次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
。
「
皆
さ
ま
！
廉
価
か
つ
簡
素
で
、
し
か

し
芸
術
的
な
日
用
品
を
作
る
た
め
に
、
我
々
は
貴
殿
ら
の
親
切
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
芸
術
家
自
身
が
手
が
け
る
こ

と
で
、
近
代
的
な
手
工
芸
が
い
か
な
る
発
展
を
成
し
遂
げ
た
か
、
専
門
家
た
ち
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
〈
実
用
目
的
〉
に
つ

い
て
の
（
ア
ル
フ
レ
ー
ト
）
・
リ
ヒ
ト
ヴ
ァ
ル
ク
の
論
考
、
な
ら
び
に
『
ク
ン
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
』
や
他
の
芸
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
諸
論
文

が
す
で
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
貫
し
て
近
代
的
な
考
え
を
も
つ
専
門
家
た
ち
は
ま
た
、
近
代
的
な
手
工
芸
製
品
が
人
々
の
間
に
広
ま

る
こ
と
が
、
我
々
の
理
念
の
継
続
的
な
勝
利
の
た
め
の
必
須
の
前
提
で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
理
解
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
で
堅
牢
か

つ
近
代
的
な
工
芸
品
を
生
産
し
、
そ
れ
を
広
め
る
こ
と
は
、
し
か
し
、
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
我
々
は
こ
の
場

を
借
り
て
貴
殿
ら
に
、
す
で
に
一
定
数
の
素
晴
ら
し
い
芸
術
家
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
よ
う
に
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
是
非
と
も
我
々
と
協

働
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
す
°
」
[
旧
]
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
協
働
し
て
く
れ
る
芸
術
家
た
ち
に
、
製
品
の
デ
ザ
イ
ン

を
自
由
に
行
わ
せ
た
だ
け
で
は
な
く
、
完
成
し
た
製
品
を
公
開
す
る
際
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
名
前
を
必
ず
明
記
し
、
デ
ザ
イ
ン
提
供
の
対

価
と
し
て
、
基
本
謝
金
の
ほ
か
に
売
り
上
げ
に
応
じ
た
、
い
わ
ゆ
る
著
作
権
料
を
支
払
う
こ
と
を
約
束
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
連
合
工
房

で
も
採
用
さ
れ
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
芸
術
家
と
製
造
業
者
の
新
た
な
関
係
の
構
築
を
意
味
し
、
数
多
く
の
芸
術
家
が
彼
の
呼
び
か
け
に

応
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
工
房
の
そ
の
後
の
展
開
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
リ
ー
マ
ー
シ
ュ

ミ
ッ
ト
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
で
ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
や
モ

リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
先
に
見
た
と
お
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
連
合
工
房
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
芸
術
的
方
向
性
の
違
い

一
九

0
0年
に
同
工
房
を
脱
退
し
た
。
彼
の
デ
ザ
イ
ン
す
る
製
品
は
「
飾
り
け
が
な
く
、
明
瞭
で
、
実
用
的
そ
し
て
頑
丈
」
さ
ら

., 
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リヒャルト・リーマーシュミット

「展覧会〈結婚と家事〉：居間」

1903年

に
「
素
材
の
美
し
さ
に
充
分
な
美
的
効
果
が
あ
る
」
[
咽
〗
と
評
さ
れ
ヽ
そ
こ
に
自
ら
の
埋
念
の
埋
想
型
を
見
出
し
た
シ
ユ
ミ
ツ
ト
の
誘
い
に

よ
っ
て
、
彼
は
一
九

0
二
年
か
ら
本
格
的
に
ド
レ
ス
デ
ン
手
工
芸
工
房
で
の
仕
事
に
参
画
す
る
。
以
降
、
公
私
に
わ
た
っ
て
密
接
な
関
係

を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
二
人
の
協
働
の
成
果
は
[
⑳
〕
ヽ

L
几
O
三
年
一
ご
月
二
且
日
か
ら
了
几

O
四
年
二
月
一

O
日
に
か
け
て
ヽ
シ
ュ
ミ
ツ

ト
の
主
導
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
結
婚
と
家
事

(Heirat
u
n
d
 H
a
u
s
r
a
t
)
」
で
包
括
的
に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
手

工
芸
工
房
と
い
う
一
企
業
が
主
催
す
る
展
覧
会
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
ボ
イ
ト
ラ
ー
の
支
援
を
受
け
て
、
広
大
な
展
示
宮
で
開

催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
工
房
自
体
な
い
し
は
工
房
と
協
力
関
係
に
あ
る
四
三
も
の
製
造
所
で
製
作
さ
れ
た
大
小
の
室
内
調
度
品
に
よ
っ

て
、
天
井
か
ら
床
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
部
屋
の
用
途
に
応
じ
て
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
設
え
ら
れ
た
部
屋
が
三
四
連
な
っ
て
い
た
が
、

一
般
住
宅
さ
ら
に
は
労
働
者
住
宅
を
も
想
定
し
た
室
内
空
間
が
、
こ
の
よ
う
に
「
総
合
芸
術
」
と
し
て
提
示
さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
、
展
示
作
品
の
説
明
の
最
初
に
、
製
造
所
名
で
は
な
く
、
そ
れ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
芸
術
家
な
い
し
建
築
家
の
名
前
が
記
さ

れ
た
の
も
、
こ
の
展
覧
会
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
各
部
屋
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
ベ
ー
レ
ン
ス
や
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
出
身
で
当
時
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
活
動
し
て
い
た
ヨ
ー
ゼ
フ
・
マ
リ
ア
・
オ
ル
プ
リ
ヒ
の
ほ
か
、
英
国

か
ら
マ
ッ
ケ
イ

•
H

・
ベ
イ
リ
ー
1
1

ス
コ
ッ
ト
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
レ
ニ
ー
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
が
参
加
し
、

人
々
の
耳
目
を
大
い
に
集
め
た
が
、

工
房
の
理
念
を
体
現
し
て
い
た
の
は
、
何
よ
り
も
、
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ

ト
が
手
が
け
た
一

0
に
の
ぼ
る
部
屋
で
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
居
間
と
そ
の
調
度
に
つ
い
て
[
図

5
r

美
術
史
家
の
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
・
グ
ル
リ
ッ
ト
が
述
べ
た
言
葉
は
、
展
覧
会
全
体
の
印
象
を
、
そ
し
て
ド
レ
ス

デ
ン
手
工
芸
工
房
が
日
指
す
居
住
空
間
を
も
表
す
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
「
床
全
体
に
、
堅
牢
で
ザ
ッ
ハ

リ
ヒ

(sachlich)

し
か
し
洗
練
さ
れ
た
形
の
作
品
が
、
立
ち
並
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
」
[
内

積
極
的
な
展
覧
会
へ
の
参
加
や
開
催
、
そ
し
て
そ
の
内
容
は
、
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
数
多
く
の
記
事

に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
、
二
人
の
従
業
員
で
始
ま
っ
た
エ
房
は
、
一
九

0
一
年
に
は
約
六

0
名
、
一
九

0
六
年
に

は
お
よ
そ
二
五

0
名
も
の
従
業
員
を
抱
え
る
企
業
に
ま
で
成
長
し
た
丑
。
そ
し
て
、
ド
レ
ス
デ
ン
手
工
芸
工

房
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
連
合
工
房
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
点
は
、
芸
術
家
で
あ
る
以
上
に
経
営
者
と
し
て
の

才
覚
に
恵
ま
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
従
業
員
の
教
育
と
福
利
厚
生
を
重
視
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
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て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
バ
ー
ト
・
ア
シ
ュ
ビ
ー
が
主
宰
し
た
ギ
ル
ド
・
オ
ヴ
・
ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
を
模
範
と
し
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

一
九

0
七
年
、
ド
レ
ス
デ
ン
手
工
芸
工
房
は
、
一
九

0
二
年
に
建
築
家
カ
ー
ル
・
ベ
ル
チ
ュ
が
中
心
と
な
っ
て
創
設

さ
れ
た
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
室
内
調
度
品
工
房

(
M官
c
h
e
n
e
r
W
e
r
k
s
t
a
t
t
e
n
 fiir 
W
o
h
n
u
n
g
s
e
i
n
r
i
c
h
t
u
n
g
e
n
)
」
と
統
合
し
、
ド
レ
ス
デ
ン
と
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
に
拠
点
を
も
っ
「
ド
イ
ツ
手
工
芸
工
房

(
D
e
u
t
s
c
h
e
W
e
r
k
s
t
a
t
t
e
n
 fiir 
W
o
h
n
u
n
g
s
e
i
n
r
i
c
h
t
u
n
g
e
n
)
」
と
な
っ
て
、
一
層
の
事
業
拡
大
に
踏
み
出

し
た
。
同
時
に
、
従
業
員
の
教
育
の
た
め
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
エ
芸
専
門
学
校
と
そ
の
た
め
の
教
育
工
房
を
工
房
に
付
設
し
、
加
え
て
よ
り

充
実
し
た
生
産
拠
点
と
従
業
員
の
健
康
的
文
化
的
な
職
住
環
境
の
確
保
の
た
め
、
ド
レ
ス
デ
ン
郊
外
の
ヘ
レ
ラ
ウ
に
お
い
て
田
園
都
市
建

設
に
乗
り
出
す
の
で
あ
る
邑
゜

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
主
宰
す
る
ド
レ
ス
デ
ン
手
工
芸
工
房
の
歩
み
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
代
工
芸
運
動
の
理
念
を
実
現
し
て
い

く
歩
み
で
も
あ
っ
た
。
展
覧
会
「
結
婚
と
家
事
」
の
成
功
は
、
こ
の
展
覧
会
に
感
銘
を
受
け
た
市
長
ボ
イ
ト
ラ
ー
を
は
じ
め
、
ド
レ
ス
デ

ン
市
さ
ら
に
は
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
政
府
関
係
者
に
、
産
業
・
文
化
振
興
に
寄
与
す
る
新
た
な
機
会
獲
得
へ
の
関
心
を
植
え
付
け
た
。
折
し

も
、
一
八
七
六
年
と
一
八
八
八
年
に
続
く
第
三
回
目
の
ド
イ
ツ
工
芸
展
の
開
催
予
定
を
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
が
棚
上
げ
し
た
こ
と
を
受
け
、
ド
レ

ス
デ
ン
エ
芸
協
会
は
、
帝
国
の
ド
イ
ツ
工
芸
協
会
と
協
働
し
て
、
ド
レ
ス
デ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
政
府
関
係
者
に
展
覧
会
の
誘
致
を
働
き
か
け

た
。
そ
の
結
果
、
第
三
回
ド
イ
ツ
工
芸
展
は
、
一
九

0
六
年
五
月
ニ
―

H
か
ら
一

0
月
三
一
日
に
か
け
て
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
展
示
宮
と
そ

の
周
辺
を
用
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
月
。

「
ド
イ
ツ
工
芸
の
祝
典
行
列
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、
第
三
回
ド
イ
ツ
工
芸
展
は
、
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
か
ら
近
代
工
芸
運
動
に
関

わ
る
様
々
な
人
そ
し
て
団
体
が
一
堂
に
会
す
る
、
初
め
て
の
そ
し
て
時
代
を
画
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
そ
し
て
当
時
の
ド
イ
ツ
の
工
芸
を

体
系
的
か
つ
包
括
的
に
概
観
す
る
べ
く
、
美
術

(
k
g
s
t
)

こ
こ
で
は
純
粋
芸
術
を
含
む
空
間
芸
術
（
ぞ
u
m
k
g
s
t
)

を

指

す

手

エ

芸

(
k
g
s
t
h
a
n
d
w
e
r
r
k
)

そ
し
て
芸
術
産
業

(Kunstindustrie)

と
い
う
三
本
の
柱
を
た
て
、
一

0
の
部
門
に
分
け
て
展
示
が
行
わ
れ
た
[

5

]

。

., 

第
三
回
ド
イ
ツ
工
芸
展
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
結
成
前
夜
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リヒャルト・リーマーシュミット

「第3回ドイツ工芸展〈機械製家具による書斎〉」

1906年

業
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
が
、

と
開
幕
の
辞
で
、
展
覧
会
組
織
委
員
長
を
務
め
た
ド
レ
ス
デ
ン
工
芸
学
校
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ッ
ソ
ウ
は
述
べ
た
[
洒
悶
本
展
は
ま
さ
に
ヽ

一
九
世
紀
後
半
以
降
長
き
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
、
美
術
と
手
工
業
と
産
業
の
自
律
性
と
関
係
性
に
関
す
る
議
論
を
踏
ま
え
、
そ
れ

ら
を
「
芸
術

(
k
g
s
t
)
」
の
も
と
に
統
合
し
、
来
る
べ
き
時
代
に
相
応
し
い
文
化
の
姿
、
ひ
い
て
は
国
そ
の
も
の
の
姿
を
可
視
化
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

「
第
一
に
、
我
々
の
時
代
に
特
徴
的
な
芸
術
上
の
全
体
的
な
作
用
を
展
示
し
、
美
術
と
手
工
芸
そ
し
て
芸
術
産

い
か
に
し
て
目
的
に
適
っ
た
趣
味
に
よ
い
空
間
へ
と
調
和
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
か
を
示
す
こ
と
」
で
あ
る
、

こ
の
国
家
的
展
覧
会
の
中
で
、
最
も
注
目
さ
れ
た
も
の
の
ひ
と
つ
が
、
ド
レ
ス
デ
ン
手
工
芸
工
房
の
展
示
で
あ
る
。
「
芸
術
産
業
」
に

区
分
け
さ
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
工
房
の
展
示
は
、
「
美
術
（
空
間
芸
術
）
」
と
「
手
工
芸
」
が
展
示
さ
れ
た
展
示
宮
内
で
は
な
く
、
そ
の
手

前
左
側
に
建
て
ら
れ
た
独
自
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
一
九

01
―
一
年
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
家
具
の
製
造
工

程
に
お
け
る
機
械
化
の
成
果
を
は
じ
め
て
発
表
し
た
。
機
械
製
造
の
た
め
に
規
格
化
さ
れ
た
鏡
板
を
用
い

た
、
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
家
具
調
度
は
、
「
機
械
製
家
具

(
M
a
s
c
h
i
n
e
n
m
i
i
b
e
l
)
」
と

命
名
さ
れ
、
展
覧
会
で
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
設
え
ら
れ
た
書
斎
や
食
堂
が
紹
介
さ
れ
た
〔
図
6
]
。
さ
ら
に

は
、
い
ま
だ
馴
染
み
の
あ
ま
り
な
い
機
械
に
よ
る
生
産
工
程
を
紹
介
す
る
た
め
、
生
産
ラ
イ
ン
の
再
現
や

サ
ン
プ
ル
の
展
示
も
行
わ
れ
た
。
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
手
が
け
た
「
機
械
製
家
具
」
は
、
シ
ン
プ

ル
な
形
で
自
然
な
素
材
感
が
美
し
く
、
し
か
も
実
用
性
に
優
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
良
質
な
家
具
を
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
機
械
生
産
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
社
会
の
中
間
層
さ
ら
に
は

そ
の
下
の
労
働
者
階
級
の
人
々
に
も
手
が
届
く
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
「
機
械
と
い
う
精
神
か
ら

発
展
さ
せ
た
家
具
様
式
」
[
?
で
設
え
ら
れ
た
部
屋
は
、
単
な
る
新
製
品
の
紹
介
の
域
を
超
え
て
、
そ
の
よ

う
な
人
々
に
対
し
理
想
的
な
生
活
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る
と
い
う
教
育
的
機
能
を
も
帯
び
て
い

た
。
そ
の
こ
と
は
、
第
三
回
ド
イ
ツ
工
芸
展
終
了
後
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
行
っ
た
講
演
会
で
ヘ
ル
マ

ン
・
ム
テ
ジ
ウ
ス
が
述
べ
た
次
の
言
葉
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。
「
工
芸

(
K
u
n
s
t
g
e
w
e
r
b
e
)

は
〔
…
〕
、
極
め

て
重
要
な
教
育
的
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
従
来
工
芸
に
想
定
さ
れ
て
い
た
境
界
を
遥

こ
の
展
覧
会
の
目
的
は
、
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図
版
出
典

か
に
越
え
て
し
ま
っ
て
お
り
、
た
ん
に
工
芸
で
あ
る
と
い
う
以
上
に
、
文
化
的
教
育
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
工
芸
の
目
的
は
、
堅
実
さ
や

誠
実
さ
そ
し
て
市
民
と
し
て
の
質
朴
さ
を
持
つ
よ
う
、
今
日
の
社
会
の
様
々
な
階
層
の
人
々
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
[
…
]
そ
の
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
の
集
合
住
宅
や
戸
建
住
宅
を
変
化
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
今
の
世
代
の
特
性
に
直
接
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
」
月

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
展
覧
会
の
目
的
を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
、
展
示
総
括
を
担
っ
て
い
た
建
築
家
の
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
ー

マ
ッ
ハ
ー
は
、
展
覧
会
へ
の
出
品
作
品
を
、
芸
術
家
な
い
し
建
築
家
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
に
限
定
し
た
。
そ
れ
は
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
製
作
者
が
未
分
化
な
伝
統
的
工
芸
製
造
業
者
や
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
仕
事
を
依
頼
で
き
な
い
弱
小
業
者
の
展
覧
会
か
ら
の
排
除
を
意

味
し
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
ら
関
係
団
体
か
ら
猛
反
発
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
第
三
回
ド
イ
ツ
工
芸
展
を
組
織
す
る

た
め
に
ド
イ
ツ
各
地
か
ら
参
集
し
て
い
た
芸
術
家
や
建
築
家
そ
し
て
企
業
家
や
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
は
、
展
覧
会
組
織
委
員

会
の
よ
う
な
一
過
性
の
組
織
で
は
な
く
、
恒
常
的
に
近
代
工
芸
運
動
の
理
念
の
実
現
に
努
め
る
新
た
な
組
織
の
創
設
を
考
え
始
め
た
。
そ

し
て
一
九

0
七
年
一

0
月
に
誕
生
し
た
の
が
「
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
」
で
あ
る
。
当
初
「
ド
イ
ツ
工
芸
連
盟

(
k
g
s
t
g
e
w
e
r
b
e
b
u
n
d
)
」
と
仮

称
し
て
い
た
こ
の
団
体
は
、
ム
テ
ジ
ウ
ス
の
言
う
よ
う
に
、
従
来
の
工
芸

(
k
g
s
t
g
g
e
r
b
e
)

の
境
界
を
越
え
、
「
教
育
と
広
報
活
動
、
そ

し
て
さ
ま
ざ
ま
に
関
連
す
る
問
題
に
対
す
る
断
固
た
る
態
度
を
通
し
て
、
芸
術
と
工
業
そ
し
て
手
工
業
が
協
力
し
、
製
造
業
に
お
け
る
労

働
を
崇
高
化
す
る
こ
と
」
〔
き
を
目
指
し
て
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
ド
イ
ツ
の
諸
領
邦
に
生
じ
た
近
代
工
芸

運
動
を
め
ぐ
る
様
々
な
動
き
が
、
「
ド
イ
ツ
」
文
化
の
刷
新
を
求
め
て
、
ひ
と
つ
に
収
紋
し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

., 

池
田
祐
子
（
い
け
だ
・
ゆ
う
こ
）

京
都
国
立
近
代
美
術
館
学
芸
課
主
任
研
究
員
。

図
ー
・

2
.
4
.
6
S
t
a
a
t
l
i
c
h
e
K
u
n
s
t
s
a
m
m
l
u
n
g
e
n
 D
r
e
s
d
g
}
K
u
n
s
t
g
e
w
e
r
b
e
m
u
s
e
u
m
,
 Hrsg., Jugendstil in D
r
e
s
d
e
nー

A
ミ守
ruch
zn die M
o
d
e
r
n
e
 (Edition M
i
n
e
r
v
a
,
 1
9
9
9
)
 

図
3
N
e
n
t
r
a
l
i
n
s
t
i
t
u
t
fiir K
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t
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a
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c
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D
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o
f
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k
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e
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u
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i
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h
t
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e
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 W
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各
領
邦
の
自
治
裁
量
の
大
き
さ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
ド
イ
ツ
帝
国
が
崩
壊
し
、
領
邦
国
家
が
解
体
さ
れ
て
州
政
府
へ
と
移
行
し
て
も
（
そ
し
て
現
在
に
い
た
る
ま

で
）
、
引
き
継
が
れ
た
。
ド
イ
ツ
語
の
「
Staat
」
は
通
常
「
国
家
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
領
邦
（
国
家
）
や
州
（
通
常
は
「
L
§
d
」
)
に
関
し
て
も
「
Staat
」
を
用
い
る
。
つ
ま
り

英
語
の
「
S
t
a
t
e
」
に
近
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
国
立
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
、
一
九
一
九
年
に
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
で
設
立
さ
れ
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
正
式
名
称

「Staatliches
B
a
u
h
a
u
s
」
の
「
Staatlich
」
を
、
「
ド
イ
ツ
国
立
」
と
捉
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
が
、
い
わ
ゆ
る
「
国
立
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
設
立
時
は

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
政
府
に
、
ま
た
一
九
二
五
年
の
デ
ッ
サ
ウ
ヘ
の
移
転
以
降
は
デ
ッ
サ
ウ
市
に
帰
属
す
る
学
校
組
織
で
あ
っ
た
(
-
九
三
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
移
転
以
降

は
私
立
学
校
）
。

各
領
邦
国
家
に
お
け
る
主
要
都
市
同
士
、
さ
ら
に
は
対
プ
ロ
イ
セ
ン
を
念
頭
に
お
い
た
工
芸
政
策
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
に
詳
し
い
。

J
o
h
n
V
i
n
e
g
t
 M
a
c
i
u
i
,
 

ka, B
e
f
o
r
e
 the B
A
U
H
A
U
S
,
 Architecture、
Polit
苔
ミ
n
d
t
h
e
G
e
r
m
ミn
State、
1
8
9
0
,
1
9
2
0
(
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press, 2
0
0
5
)
.
 [l
邦
訳
文
シ
ョ
ン
・
＞
・
マ
シ
ュ
イ
カ
（
田

所
辰
之
助
／
池
田
祐
子
・
訳
）
『
ビ
フ
ォ
ー
ザ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
ー
帝
政
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
と
政
治
一
八
九

0
|
―
九
二

0
』
（
三
元
社
、
二

0
一
五
年
）
]

三
つ
の
主
要
分
離
派
の
中
で
、
建
築
・
工
芸
分
野
と
の
協
働
を
最
も
重
視
し
た
の
が
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
(
-
八
九
七
年
設
立
）
で
あ
る
。
対
し
て
画
家
の
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ー

バ
ー
マ
ン
と
画
商
パ
ウ
ル
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
が
中
心
と
な
り
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
印
象
派
・
後
期
印
象
派
絵
画
受
容
の
最
重
要
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン

分
離
派
(
-
八
九
八
年
設
立
）
は
、
応
用
芸
術
分
野
と
の
協
働
が
希
薄
で
あ
っ
た
。

S
A
n
h
a
n
g
,
 D
o
k
u
m
e
n
t
e
"
,
 in: K
a
t
h
r
y
n
 B
l
o
o
m
 Hiesinger, H
r
s
g
.
,
 D
i
e
 M
e
i
s
t
e
r
 des M
i
i
n
c
h
n
e
r
 Jugendstils (Prestel, 1988), S. 
169. 

C
h
r
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p
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o
l
z
;
1
5
0
 J
a
h
r
e
 K
u
n
s
t
h
a
n
d
w
e
r
k
.
.
.
 e
i
n
 B
i
l
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e
r
b
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g
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n
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 in:Nentralinstitut f
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 K
u
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e
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c
h
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c
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n
d
 B
a
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e
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i
s
c
h
e
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 K
u
n
s
t
g
e
w
e
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V
e
r
e
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H
r
s
g
.
,
 s
c
h
o
n
苔
d
gut. Positionen d
e
s
 Gestaltens seit 1
8
5
0
 (
D
e
u
t
s
c
h
e
r
 K
u
n
s
t
v
e
r
l
a
g
,
 2
0
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)
,
 S. 
46. 

F
r
i
e
d
r
i
c
h
 A
h
l
e
r
s
,
H
e
s
t
e
r
m
a
n
n
,
 S
t
i
l
w
e
n
d
e
'
A
ミ
b
r
u
c
h
d
e
r
 J
u
g
e
n
d
ミ
m
1
9
0
0
 (
G
e
h
r
.
 M
a
n
n
,
 1956), S. 40・ 

針
貝
綾
氏
に
よ
れ
ば
、
手
工
芸
委
員
会
の
結
成
は
展
覧
会
開
始
直
後
に
遡
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
、
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ

11
フ
ァ
レ
ン
ダ
ス
に
代
わ
り
、
画
家
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ア

ウ
グ
ス
ト
・
オ
ッ
ト
ー
・
ク
リ
ュ
ー
ガ
ー
が
加
入
し
た
。
針
貝
綾
「
第
七
回
国
際
美
術
展
と
連
合
工
房
の
創
設
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
手
工
芸
連
合
工
房
史
試
論
」
『
長
崎
大
学

教
育
学
部
紀
要
ー
人
文
科
学
』
第
七
一
号
（
二

0
0五
年
）
、
四
四

1
四
五
頁
を
参
照
。

S
A
n
h
a
n
g
,
 D
o
k
u
m
e
n
t
e
"
,
 1
9
8
8
,
 S. 
169f. 

V
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l
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:
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n
"
,
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e
k
o
r
a
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i
v
e
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u
n
s
t
,
 1. Jg., H
e
f
t
 5, 1
8
9
8
,
 S. 2
2
6
;
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K
o
r
r
e
s
p
o
n
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e
n
z
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:
 M
i
i
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c
h
e
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"
,
 in: D
e
k
o
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e
 K
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,
 1. Jg., H
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f
t
 6, 

1
8
9
8
,
 S. 2
6
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.
 

J
o
s
e
f
 A
u
g
u
s
t
 L
u
x
,
 D
a
s
 n
e
u
e
 K
u
n
s
t
g
e
w
e
r
b
e
 in D
e
u
t
s
c
h
 l
a
n
d
 (LeipNig, 1908), S. 
120. 

後
に
、
パ
ン
コ
ッ
ク
は
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ド
レ
ス
デ
ン
、
ベ
ー
レ
ン
ス
は
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
ブ
ル
ー
ノ
・
パ
ウ
ル
は
ベ
ル
リ
ン
に

註
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活
動
の
拠
点
を
移
し
た
。

P
a
u
l
 S
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h
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m
g
n」
D
r
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(Leipzig, 1
9
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)
,
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,
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r
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,
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A
ミ
8
r良
h
in die M
o
d
e
r
n
e
 (
E
d
i
t
i
o
n
 M
i
n
e
r
v
a
,
 1999), S. 
14. 

旧
来
の
芸
術
組
合

(
K
u
n
s
t
g
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
)

か
ら
「
分
離
」
し
て
結
成
さ
れ
た
た
め
、
ド
レ
ス
デ
ン
「
分
離
派
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ウ
ィ
ー
ン
・
ベ
ル

リ
ン
の
よ
う
に
「
分
離
派
」
を
正
式
名
称
と
は
し
て
い
な
い
。
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公
式
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
第
六
室
が
「
近
代
的
な
フ
ラ
ン
ス
の
室
内
調
度
」
と
な
っ
て
い
る
。
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リ
ー
マ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
妹
フ
リ
ー
ダ
が
一
九
一

0
年
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
結
婚
し
、
二
人
は
義
兄
弟
と
な
っ
た
。
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声
デ
幽
木
の
峠
匹
大
に
伴
い
、
一
九

0
一
年
、
工
房
は
ブ
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ァ
ー
通
り
の
旧
た
ば
こ
工
場
に
移
転
し
た
。

田
園
都
市
ヘ
レ
ラ
ウ
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
そ
し
て
ド
イ
ツ
手
工
芸
工
房
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
註
18
お
よ
び
21
で
言
及
し
た
ア
ル
ノ
ル
ト
の
著
書
に
詳
し
い
。
ま

た
、
山
名
淳
『
夢
幻
の
ド
イ
ツ
田
園
都
市
ー
教
育
共
同
体
ヘ
レ
ラ
ウ
の
挑
戦
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

0
0六
年
）
お
よ
び
マ
シ
ュ
イ
カ
「
ビ
フ
ォ
ー
ザ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
（
特

に
第
六
章
）
を
参
照
の
こ
と
。

こ
の
第
三
回
ド
イ
ツ
工
芸
展
に
つ
い
て
は
、
マ
シ
ュ
イ
カ
『
ビ
フ
ォ
ー
ザ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
第
四
章
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
展
覧
会
全
体
の
包
括
的
内
容
に

つ
い
て
は
、
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を
参
照
の
こ
と
。

各
部
門
の
内
容
と
責
任
者
は
次
の
通
り
、

1
．
造
形
芸
術
（
オ
ッ
ト
ー
・
グ
ス
マ
ン
）
、

2
．
空
間
軽
術
（
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
）
、

3
．
教
会
芸
術
（
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・

グ
ル
リ
ッ
ト
）
、

4
．
民
俗
芸
術
（
オ
ス
カ
ー
・
ザ
イ
フ
ェ
ル
ト
）
、

5
．
技
術
（
カ
ー
ル
・
ケ
チ
ャ
ウ
）
、

6
．
学
校
（
カ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
ス
）
、

7
．
手
工
芸
製
品
（
マ
ッ
ク
ス
・

ハ
ン
ス
・
キ
ュ
ー
ネ
）
、

8
．
芸
術
産
業
見
本
（
カ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
ス
）
、

9
．
素
材
別
芸
術
産
業
（
エ
ー
リ
ヒ
・
ク
ラ
イ
ン
ヘ
ン
ペ
ル
）
、
1
0
．
芸
術
産
業
機
械
と
工
作
物
（
マ
ッ

ク
ス
・
ブ
ー
レ
）
。
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一
九

0
七
年
一
月
に
、
ベ
ル
リ
ン
商
科
大
学
開

校
式
で
の
講
演
会
に
基
づ
く
論
考
。
こ
の
講
演
の
中
で
ム
テ
ジ
ウ
ス
は
、
伝
統
的
で
は
あ
っ
て
も
旧
態
然
と
し
た
工
芸
（
生
産
）
に
安
住
し
て
い
る
人
々
を
公
然
と
批
判
し
、

大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
。
「
ム
テ
ジ
ウ
ス
問
題
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
論
争
も
、
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
創
設
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
起
爆
剤
と
な
っ
た
。
マ
シ
ュ
イ
カ
「
ビ

フ
ォ
ー
ザ
バ
ウ
ハ
ウ
ス
』
ニ
ニ
五
ー
ニ
三
二
頁
、
参
照
の
こ
と
。
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